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キーワー ド:国 際学生交流 日本語教員養成 媒介語 としての 目本語

      国際化する日本語 異言語 ・異文化体験

1.は じめに

 日本語 を媒介語 として行 う国際交流にどのような意義があるか、 日本語教員養成論

の立場か ら、実践例 に即 して論 じてみたい。

 まず、大学の研究室単位 で学生の国際交流を行 うことの 目的と意義、留意点につ い

て、実践報告例 を交えて整理する。 ここでは、 日本語教員養成課程 を併設 した 目本語

教育学研究室 と、国外の 日本語 ・日本文化 ・日本語教育学関係の研究室 との、 日本語

を媒介語 とした事例 をと りあげ、考察 したい

 大学の研究室単位で研究者交流 とともに学生交流を行 うことは、長期的 にみれ ばご

く最近 の事象である と思われ る。限定 された研究 目的のためだけではな く、幅広 く国

際交流の機会 を準備す ることに よって何 らかの実 りを期待する教育的指導 といって も

よい。複数の研究室指導者 の関与の もとに行われ る国際交流では、双方の指導者が、

双方 の研究室の学生事情に よく通 じ、教育効果 を複合的に展望す ることが必要である。

時に双方 の学生への視 点を交えなが ら、 ここでは、実践にたず さわった 日本側の立場

か ら主 として考察す る。

国際化す る日本語のあ り方を含 めて、 日本語教員養成における効果に言及 したい。

2.研 究室単位の国際学生 交流の圏的と意義

2.1 参加学生の性格

 本稿 で とりあげるのは、次のよ うな属性 をもった学生の、 日本語を媒介語 とす る、

研究室単位 の国際学生交流である。

(1)日 本の大学における 日本語教員養成課程 を併設 した 日本語教育学専攻学生

(2)日 本国外 の大学の 日本語 ・日本文化 ・日本語教育学専攻学生

 日本語 を媒介語 として、 ある程度 は研究的話題を共有す ることができる。 しか しな

がら、学部学生が中心になること、また、外国語 としての 日本語は、多 くが中級 レベ

ルであること、 日本側 の学生は どうして も相手国の言語 ・文化 に関す る学習が不足 し
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が ちであること、な どの実態がある。専門性 を基礎 としなが らも、幅広い人間的な出

会いの揚である と考える必要があるであろう。

2.2 国際学生交流の意義と効果

両国の学生に共通す る意義 と効果 には、以下のよ うな ものが考えられ る。

  ◎異言語 ・異文化 コ ミュニケーションを実感的に理解する。

  ◎相 手の母語 と母文化 に対す る認識が深 まる。

  ◎ 自己の母語 と母文化 に対す る認識 が深 まる。

  ◎長期的な交流の契機 となる。

  ◎平明な 日本語を使用 ・形成する場 となる。

 次に、 日本側の 日本語教育学専攻学生に対す る意義 と教育上の効果 には次のような

ものが考 えられ る。

◎国外 の 日本語教育の現状を具体的に認識することができる。

◎ 日本語教育に対す る動機 を向上 させ る契機 となる。

◎国外 の言語 と文化 にとりまかれ る環境で、留学生の心情を実感 的に理解す る

 ことができる。

 また、国外 の大学の 日語 ・日本文化 ・日本語教育学専攻学生にとっての意義 と教育

効果 には、次のような ことが考 えられ る。

◎イマー ション教育の機会 とな り、 日本語の実際使用場面 を得 られる。

◎ 日本語 ・日本文化に関する人的、物的 リソ0ス(資 源)の 獲得 となる。

◎ 日本語学習の動機 づけが具体化する。

 日本語学習に必要 とされ るのが 「実際使用」揚面であることは、伴(1997)や 、ネ ウ

ス トプニー(1995)、 宮崎里司 ・ネ ウス トプニー(1999)、 深沢 ・札野(2000)な どにも言

及 され ている。 こ うした交流が実際使用場面を得 るまた とない機会 であることは、言

を待たないであろ う。 ちなみに、 日本語 の実際使用 を展開す ることは、外 国側の話 し

手だけの問題 ではない。書語 ロミュニケーシ ョンは双方 向性をもつ。 日本側の聞き手

が、その 日本語表現 をど う受け止めるかも問題 になるのである。また、習熟途 中にあ

る外国語 としての 日本語話者に対 して 日本語母語話者が 日本語 を使用する場合、 自ら

の 日本語表現を工夫 し、限 られた語彙 ・文法の範 囲でいかに豊かな内容 を伝 え うるか

とい う課題が生 じる。

 日韓双方の学生に とって、 こうした実際の国際交流場面が、先に述べた 「平明な 日

本語を使用 ・形成す る揚 となる」 ことの所以である。この点については、第5、6節

で さ らに述べたい。

3.学 生指導における闘本側指導者の留意点
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 日本側 の立場か ら実際の交流前に留意 した点について、簡単に整理 してみたい。そ

の結果にっいては、次節 に述べ る。

3.1 事前掲導における留意点

事前指導 において留意 したこ とは、以下の7点 である。

(1)目標 を明確化 し、参加者相互の理解 を深 める

(2)旅程等 の確認を通 じて相手国 と日本の関係を把握 させ る

(3)言 語 と文化 ・社会 ・歴史 ・地理等に関す る事前の学習を行 う

(4)専 門領域の観点か ら考察 目標を設定 させ、体験学習を企画す る

(5)異文化接触 における注意を与える

(6)安 全 に留意 させ る

(7)相 手側の指導者 との打ち合わせを綿密 にする

3.2 交流場薗における留意点

次に、交流場面で留意 した点を記す。

 (8)指 導者は双方 の学生 の動きに心を留めたい

 (9)企 画 内容の成功 させ るためには、事柄 の遂行 とともに、感情的 な満足を伴 うよう

  配慮す る。

3.3 事後指導における留意煮

事後指導については、次の点を留意 した。

 (10)交 流の体験 を記録に し、文章化 して思索す る機会 を設ける

 (11)礼 状を忘れない

 (12)メ イル交換等の機会 を積極的に設ける

4.鍵 践報告

4.1 交流の概略

 2000年3月6日(,月)～9日(木)の 四 日間、信州大学 日本語教育学沖研究室の学生

を中心に、カ トリック大学校言語文化学部 日語 日本文化学科の姜研究室を訪れた。参

加者 、 日程 の概略は以下の通 りである。

参加者:信 州大学側(日 本語教育学専攻学生):引 率 沖裕子(助 教授)

大学院生1人

学部4年5人

学部3年2人

学部2年3人

学生計 11人

闘 程:2000年3月6日 日 ～9日(4日 間)
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3月6日(1日 目)

8:40 JR松 本 駅 改札 前集 合

9:02JR松 本 駅発  ワイ ドビュー しなの

11:02 JR名 古屋 駅着

     バスで名古屋空港へ

12:00 名 古屋国際空港着

14:30ASIANAOZ121便 離陸

16:20 ソウル金浦国際空港着(カ トリック大生の出迎 えを受 ける)

    地 下鉄5号 線 で カ ンナル 駅へ

18:00 宿 泊先 テ ハ ジ ャ ンに到着

18:30 夕食

21:00宿 泊先 でカ トリック大生 を ま じえ親 睦 会

22:00 解 散 ・就 寝

3,月7日 (2日 目)

9:00宿 泊先 を 出発

   カ トリック大生 とともに貸切バスにて天安へ

10:30 独 立紀念館到着 ・見学

17:30 独立紀念館出発

19:00 宿泊先到着

   夕食 会(カ トリック大 生 と ともに)

3月8日(3日 目)

8:45

11:00

13:00

15:00

16:00

17:00

宿泊先出発

朝食

地下鉄でカ トリック大学校ヘ

カ トリック大学校言語文化学部訪問

国際交流所長文明淑先生ご招待の昼食会

 (姜錫祐先生、カ トリック大学生 とともに)

於大学セ ミナーハ ウス 〔指導:カ トリック大学校姜錫祐 、信州大学沖裕子〕

記念 品贈呈、返礼

独立紀念館見学に関す る討論会 「日韓交流にっいて」

民族衣装ハンボ ック ・和服体験学習 ・写真撮影

夕食会(カ トリック大生 とともに)

日語 日本文化学科3年 生の 日本語授業見学 ・教壇補助体験学習

〔指導:カ トリック大学校津崎浩一 ・中野敦〕
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19:00

ao:oo

22:00

23:00

27:00

姜研究室にて記念撮髭

日本語カラオケへ(カ トリック大生 とともに)

地下鉄で東大門へ(両 大学学生のみ)

東大門を散策

宿泊先到着

3.月9日(4日 目)

9:00 宿 泊 先 出発

10:00 ソ ウル金 浦 国 際空 港 到着

12:00 ASIANAOZ122便 離 陸

13:00 名 古屋 国際 空港 到 着

15:30JR名 古 屋 駅到 着

16:00 同駅 発 ワイ ドビュー しなの

18:00 JR松 本 駅 着 反省 会

20:00 解 散

4.2 事前指導

 事前の準備 は不足 していたが、 日本語教育学 を専攻す る学生 としての蓄積がある と

割 り切 り、 目的を明確化 させ ることを重視 した。また、 目本側の参加者がお互いの体

験や、考 え方、感 じ方 を気軽に話 し合える雰囲気 を作 ることも心がけた。

以下、覚書程度ではあるが、記す。

(1)目 標 を明確化 し、参加者相互の理解 を深 める

   ・事前に学習会 を設け、全員に共通す る 目標 をたてた。

・同時に、各 自の 目標 も設定 させた。

・学習会は
、 日本側 の参加者が事前に知 り合 う機会 としても位 置づ けた。

(2)旅 程等の確認を通 じて相手国と目本の関係 を把握 させ る

(3)言 語 と文化 ・社会 ・歴史 ・地理等に関す る事前の学習を行 う

・企画立案 か ら実行 まで約1ヶ 月 しかなかった。

・半 日ほどの学習会 を2回 設 けた。

・簡単な 日韓語対照講座 を開いた。

・社会 ・歴史 ・地理 当に関 しては参考文献 をあげ、 自習することとした。

(4)専 門領域の観点か ら考察 目標 を設定 させ、体験学習を企画す る。

  ・日本語の授業見学 の許可を得た ことをあ らか じめ伝 えた。

(5)異 文化接触 における注意を与 える

  ・異なる行動様式に接 した場合にも冷静 に受け止め、考えること。
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・礼儀 を忘れ ない こ と。

・以 上2点 を示唆 した。

(6)安 全 に留意 させ る

  ・移動 中の安全には留意す るよ う指示 した。班を作 り、伝達 と確認 が確実に行

   われ るように した。

(7)双 方 の指導者 のあいだで、打ち合わせを綿密 に行 う

  ・指導者双方の打ち合わせ とい う点でい えば、準備 の時間的余裕 がまった くな

かった。 旧知の研 究者で ある姜錫祐氏の多大なご配慮でいろいろ事が進 んだ

といってよいであろ う。なお、事前の連絡には、電話と電子メイル を用いた。

4.3 交流場面における指導

 (8)指 導者は双方の学生の動 きに心を留めたい

 (9)企 画内容 の成功 させ るためには、事柄 の遂行 とともに、感情的な満足 を伴 うよ う

  配慮す る

交流は相互行為であるか ら、自分の側の学生の動きの把握 と指導は事前に十分に し、

実際の出会いの場では、指導者は、双方の学生の状態をあわせて把握 したい。また、

研 究室相互が対等の意識 をもち、理解 と共感 とお互いへの配慮 を育てるには、学生の

感情 的な交流の面を軽視 してはならないだ ろ う。

こ うした点については、今回成功 した といえる。

4.4

 (io>

(11)

(12>

事後指導

交流の体験 を記録 に し、文章化 して思索す る機会を設ける

・帰国一週問後の卒業式までに、感想文を提出させた。

礼状を忘れ ない

・松本市 を紹介する絵葉書で、各 自礼状を作成 した。

メイル交換等の機会を積極的に設ける

・その後のメイル交換は活発な模様。

全員無事 に帰国す ることができたのは、何 よ りであった。

5.日 塞語を媒介語とした国際交流の意義と闘ホ語教貴養成における効果

 コン トmル された平明な 日本語で、大人が聞くにたえる内容を表現す るカを養 う

ことは、 日本語教員 とな るための基礎的な訓練である。 しかしなが ら、 日本語教授法

とい う枠 内では、教員の 日本語力の訓練 と目的は、教室で教科書に即 して説明す る教

授技術の養成に限定 されがちである といえな くもない。

 国際交流の場では、媒介語の 日本語で平明に 自分 自身の思索内容や感情 を述べ るこ

とが求め られ る。 こうした 日本語使用のあ り方は、母語話者同士の 日本語使用 にはな
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い場 を提供 してい る。 また、これまでの 目本語 の実体計画 ともやや異なった方向を示

す。

 言語政策上、共通語 として通用する 日本語が模索 されてきた流れがある。それは ど

ちらか といえば、漢語や洋語の素養を下敷 きに し、方言語彙も必要に応 じて とりこみ

なが ら、言語的同質集 団に対 して、細やかで豊 かな 「標 準語」を発達 させ る方向を目

指 した ものである。 国際媒介語 としての 日本語 は、できるだけ簡素な語彙 、文法、表

現を用いて、豊かな内容 を的確に相手 に伝 え納得 してもらう方向が求められ る。指示

的意味はほぼ同一であ りなが ら文体差 をもっ類義語 の使用で綾をっけた り、複雑な構

文や表現を用いれば、平明 さか らは遠 くなる。待遇表現の使用 も必要最低 限にしなが

ら品位 を保つ必要がある。

 言語計画の観点か ら述べ直そ う。平明な 日本語で、果た してどこまで複雑なことを

表現 しうるか とい う議論は、言語学的 にしておかなければならないに しても、現実に

日本語 を媒介語 とす る国際交流揚面がすでに出現 している。国際化に伴って、こ うし

た場面は拡大す るだろ う。誰 にでも分かる平明な表現で、深い内容を語る言語へ と成

長 させ ることが、国際化 にあたって方向づ けられ るべき 日本語変化 のあ り方であろ う。

媒介語 に 日本語 を用 いる国際交流実践 の うちにこそ、ま さに日本語の実体 の変容、成

長の契機 がある ともいえる。それはまた、外国語 としての 日本語表現 を、真摯に聞 く

力でもある。

 日本語教員養成 とい う点でいえば、研究室単位 の国際学生交流は、こ うした方向性

で 自己の 日本語力を磨いていく生きた場を準備 し、大学のカ リキュラムに よったふだ

んの 日本語教員養成課程では提供できない実習 の場 を設ける得がたい機会 となるもの

である。 平明でカ のある 日本語力 を重視す るた めには、双方無心 に、本物 の伝 え合 い

を求 める国際交流が求め られなければな らないだろ う。

6.国 際交流場薗での日本語雲践例

 さて、述べてきた事例においては、大きな 目的のひ とつに、 日韓双方の学生が喜び

をもって 日本語で伝 え合いを行 うことがあげ られる。実際につきそってみ て、その点

はまった く問題な く進んだ といってよい。 ただ し、次の ようなことがあった。

 独立紀念館 は、韓国では修学旅行先によく選ばれている。 しか し、行きの貸 し切 り

バスの 中で質問した ところ、初 めて訪れ る韓国人学生 も数人含まれていた。(注1)

 見学を終 えた帰路 のバスの車中では、なまなましい 日本軍の拷問揚面の蝋人形を見

て、少々青 ざめた顔の学生が 日韓双方にみ られた。そ こで、翌 日の力 トリック大学校

の討論会でのスピーチで、そのことに もふれ ることに した。

以下は、カ トリック大学生の 日本語力に配慮 して作成 したス ピーチ草稿である。実
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                    」

践の一報告事例 として記録 してお く。なお、以 下は、見学翌 日の学生 同士の討論会 に

間に合わせ るため、練 る時間もな く、ホテルか ら大学への電車の中で用意 したメモで

ある。討論会の最後に、出席 した 日韓両校 の学生約25人 の前で、ほぼ読み上げる形

で話 した。

「討論会を終えたカ トリック大生と信州大生の皆 さんへ」

                     2000年3月8日(水)

於カ トリック大学校(大 韓民国)

  信州大学人文学部 沖裕子

みな さん、 ど うもあ りが と うございま した。

関淳杢(み ん す ん ぎゅ)さ んが、「独立紀念館 を一緒 に見学 しよ う」 と言い ま した。 関

さんのおかげで、私たちは独立紀念館を見学できました。関さんは、カ トリック大学校の

学生の皆さんと信州大学の学生の皆 さんとの架け橋です。まず、関さんに感謝 したいと思

います。

さて、独立紀念館 を見学 して 、私 はふたっ のこ とを思 いま した。

第1番 目は、戦争 を起 こ して はいけない、 とい うことです。

世界 中で戦争 が起 きま した。昔 も起 きま した。今 も起 きています。 戦争 が起 きると どう

な るで しょ うか。人 間は悪い こ とを します 。 なぜ な ら、相手の ことを信 じられ な くな るか

らです。

 「拷 問が恐 い」 と思 った人は手 をあげて下 さい。 では、は じめて拷問 を見た人、拷 問の

こ とを考 えた人 は手 をあげて下 さい、

 人間は拷 問 とい う恐 ろ しい ことを します 。昔の 日本軍だ けではあ りませ ん。世界中で、

もっ と恐 ろ しい こ とが 起 きま した。そ して、今 も起 きてい ます。平和 な時には、拷 問を し

ませ ん。 戦争が起 きる と拷 問 をす るのです 。 も し、命令 されれ ば、あなた もす るか も しれ

ませ ん。 私 もす るか も しれ ませ ん。 戦争 を してはい けない。 これ が大切 な ことです。

第2番 目。それ は、勉強 は大事だ、 とい うことです。

勉強 とは何で しょうか。 皆 さんは ど う思 います か。 自分の心でよ く感 じること。 自分の

頭 で よく考 えるこ と。私 はそれ が大切だ と思います。本 当の ことを知 るのは難 しいです。

本 当の ことは、 なかな か知 る ことができませ ん。

 先 ほ どの拷問 もそ うです。2000年 前。 イタ リアのmマ 時代 、キ リス ト教徒 は ライ

オ ンに食 べ られ ま した。み んながそれを見 て、喜 んだのです。ナチスがユ ダヤ人 をた くさ

ん殺 しま した。 これ も大変 な ことです。広 島の原子爆弾 で も、ふつ うの人が た くさん殺 さ

れ ま した。子供 も大人 も、み んな、か らだ の皮が むけて死にま した。

日韓両国の不幸な歴史を、私たちは知 らなければな りません。独立紀念館で見たことは

43



た しか に起 こった ことです 。 しか し、すべてで はあ りませ ん。

人 問の歴 史を、 自分 の 目で見 て知 って下 さい。

自分 の頭 で考 えて、本 当の姿 を見つ けて下 さい。

それ には、学 問や勉強が必 要です。そ して 、強 くてや さしい心が必 要です。そ してまた、

経験 も必要です。 ここに居る若い皆 さんに期待いたします。

 最後になりましたが、このような交流の機会を与えて下さいました姜錫祐(か ん そく

う)先 生 、そ して、私 共を案内 して下 さいま した 申善字(し ん すん じゃ)代 表始 めカ ト

リック大学校 の学生 の皆 さんに心か ら感謝 申 し上 げます。 カムサハ ムニ ダ。

 上述 のス ピーチは、学習者(カ トリック大生)に とって、共有体験 をもとに、ある

考え方 を 日本語で聞き、 日本語で思考す る機会が得 られ るよう配慮 して作成 したもの

であ る。

 語彙的 にいえば、延べ語数510、 異な り語数171で ある。(注2)171語 が既習語彙か

ど うかは未調査。主 として単文で構成 し、複文使用 をお さえた。待遇表現 は、尊敬 ・

謙譲 語 の使用はさけ、丁寧語のみに した。ただ し、最後 の挨拶部分には意 図的に前者

を用 いた。また、 日本語表現その ものは、できるだけ正格を旨とし、同席 している日

本人学生 にとっても満足できる 日本語表現をこころがけた。 この事例 に対す る評価 は

別 と して、作成経験 を記せ ば、限られた 日本語表現ではあるが、述べたい内容の基本

はおおむね表現 しえた ように思 う。

フ.お わ りに

 日本語教育の観点か ら、研究室単位 の学生国際交流の意義 と留意点 にっいて、実践

例に即 しなが らま とめてきた。

 最後 に、 日本語教員養成 とい う観点か ら、こ うした活動の意義について、以下の2

点について改めてまとめておきたい。

(1)日 本語 を媒介語 とす る研究室単位の国際学生交流は、きわめて現代的な現象であ

  る。 こ うした異言語 ・異文化 コミュニケー シ ョンについて体験 させ ることは、

  研究の素地 としての実感的国際感覚を身にっけた 日本語教員 の養成 につながる。

(2)国 際交流実践 は、日本側か らみれば、外国語 としての 日本語を真摯に聞 く揚であ

  り、平明な 目本語で深い内容を表現す る力 を試 され る場で もある。 目本語教員

  養成か らいえば、ふだんのカ リキュラムではできない、 日本語力の養 成を行 う

  場 となるこ とが重要である。 この力は、国際媒介語 としての 日本語に要請 され

  るもので、漢語や洋語の素養を下敷き とした、従来の高度文脈依存型 の表現 と

  は異なった 日本語使用状況に支 えられて養成 を促 され るものである。
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 日本語教員養成課程 は、1985年 に大学専門課程 に設置が認 められたばか りである。

日本語教育学の重要な一領 域である 「日本語教員養成論」は、携わる研究者の数 も少

な く十分な研究が行 われていない。また、 日本語教授法、 日本語概説 、専門 臼本語教

育研 究、 日本語教育事情、 日本語教育史な ど、個別領域の研究は着手 されているが、

日本語教育 とは何かを包括 的に考察す る 「日本語教育学概論」もみ あた らない。教科

書は 『概説 日本語教育(改 定版)』(遠 藤織枝編2000年 三修社刊)を 除いては1冊 も

ない出版状況である。模索途上の若 い学問 として、実践 と観察を続けなが ら、研究面

で 日本語教育学を充実 させ ることを今後の課題 としたい。

最後 に、カ トリック大学校の姜錫祐氏は じめ、関係の諸先生方、また、 ともに行動

した 日韓学生の皆 さんに謝意を表 します。

【濁

注1:独 立紀念館は、「1986年、文部省の検定を得た日本の教科書が侵略戦争を美化 してい

るとい う韓国の反発を契機 に、韓国民の寄付で作 られた(金 両基監修(1993)『 世界

の歴史と文化韓国』新潮社 79頁)

注2:橋 本文法の単語単位見出 しでの計量。
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